
申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

　
市
制
１０
周
年
を
記
念
し
、
第

１０
回
少
年
の
主
張
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
市
内
８
中
学
校
の
代

表
生
徒
１３
人
が
、
五
つ
の
テ
ー

マ
か
ら
熱
い
思
い
を
発
表
し
ま

す
。

　
テ
ー
マ
は
「
社
会
や
世
界
に
向

け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望
や

提
案
」な
ど
の
四
つ
に
、特
別
テ
ー

マ
「
ふ
る
さ
と
の
先
人
に
学
ん
だ

こ
と
」
を
加
え
た
五
つ
で
す
。
　

　
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
合
唱
や

恵
那
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
２１
日
㈯
午
後
２
時

～
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
料
金
　
無
料

　
　
生
涯
学
習
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
０
）

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹
茶

の
無
料
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
１４
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他
　
入
館
料
（
大
人
２
０

０
円
、
小
中
高
生
１
０
０
円
）
が

必
要
で
す
。

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　　
市
で
は
、
認
知
症
の
家
族
を
介

護
し
て
い
る
方
や
、
以
前
、
介
護

し
て
い
た
方
を
対
象
に
家
族
の
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
腰
痛
や
肩
凝
り
、
ひ

ざ
の
痛
み
の
予
防
な
ど
、
健
康
づ

く
り
に
役
立
つ
話
を
聞
き
、
実
際

に
軽
い
運
動
を
し
て
元
気
を
回
復

す
る
ミ
ニ
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
２５
日
㈬
午
後
１
時

半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
講
師
　
牧
内
隆
雄
氏
（
健
康
運

動
指
導
士
）

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
２
７
）

　
市
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
カ
ギ

は
『
鉄
道
』
に
あ
り
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

　
基
調
講
演
で
は
、
地
域
住
民
と

一
体
と
な
り
、
鉄
道
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
話
を
聞
き
ま
す
。

　
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
Ｓ
Ｌ
を
明
智
駅
構

内
に
移
設
し
た
の
を
切
っ
掛
け

に
、
公
共
交
通
を
活
用
し
た
沿
線

地
域
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
い
て
、地
域
住
民
で
考
え
、

意
見
の
共
有
を
図
り
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
２１
日
㈯
午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
明
智
文
化
セ
ン
タ
ー

（
来
場
に
は
明
知
鉄
道
を
利
用
く

だ
さ
い
）

□
内
容
　
❶
基
調
講
演
　
▽
演
題

＝
「
鉄
道
が
ま
ち
を
変
え
た
」　

▽
講
師
＝
吉
田
千
秋
氏
（
ひ
た
ち

な
か
海
浜
鉄
道
㈱
取
締
役
社
長
）

❷
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

▽
テ
ー
マ
＝
「
鉄
道
に
乗
っ
て
、

守
っ
て
、
続
け
て
、
ま
ち
も
元
気

に
」　
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝

加
藤
博
和
氏
（
名
古
屋
大
学
大
学

院
環
境
学
研
究
科
准
教
授
）　
▽

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
吉
田
千
秋
氏
、 

原

卓
也
氏
（
若
桜
鉄
道
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）、 

小こ

倉く
ら

沙さ

耶や

氏
（
鉄

道
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）、 

丸
山
朝
夫

氏
（
明
知
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
専

務
）、  

伊
藤
早
智
雄
氏
（
明
知
鉄

友
会
）　
▽
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝ 

三
島
梨
加
氏
（
中
部
運
輸
局
企
画

観
光
部
交
通
企
画
課
長
）、 

藤
井

鉦
三
氏
（
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
明

知
鉄
道
沿
線
住
民
委
員
会
会
長
）

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
他
地
域
の
事
例
の
パ

ネ
ル
展
示
や
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
に
よ

る
物
販
な
ど
の
明
知
鉄
道
ま
つ
り

も
開
催
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
商
工
観
光
課
（
内
線
５
２
２
）

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
こ
ろ
を
守
る
講
演
会
と
自

死
遺
族
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
２２
日
㈰
午
後
１
時

半
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
土
岐
市
保
健
セ
ン

タ
ー

□
内
容
　
❶
「
こ
こ
ろ
を
守
る
講

演
会
」　
▽
時
間
＝
午
後
１
時
半

～
２
時
半
　
▽
対
象
＝
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
　
▽
テ
ー
マ
＝

「
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
て
」

▽
講
師
＝
木
下
宏
明
氏
（
千
の
風

の
会
代
表
）　
❷
「
東
濃
地
区
自

死
遺
族
の
集
い
」　
▽
時
間
＝
午

後
２
時
半
～
４
時
　
▽
対
象
＝
家

族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
　

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

志
０
５
８
―
２
７
３
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
５
２
）

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、「
平

成
２６
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調

査
」
と
「
平
成
２６
年
商
業
統
計
調

査
」
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　
７
月
１
日
現
在
の
調
査
で
す
の

で
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
の
中
旬

に
か
け
て
、調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

全
国
の
全
て
の
事
業
所
と
企
業
が

対
象
で
す
。
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の

理
解
と
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
は
、
統
計
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
利
用
目
的
以
外
（
例
え
ば

徴
税
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
総
合
政
策
課
（
内
線
３
３
２
）

　
市
で
は
、
４０
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
方
へ
、
特
定
健

康
診
査
（
特
定
健
診
）
の
受
診
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
し

改
善
す
る
た
め
、
特
定
健
診
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
２
日
㈪
～
９
月
３０

日
㈫
（
集
団
健
診
は
９
月
２９
日
㈪

ま
で
）

□
と
こ
ろ
　
市
内
の
指
定
医
療
機

関
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
（
集

団
健
診
）

□
料
金
　
▽
指
定
医
療
機
関
＝
１

０
０
０
円
　
▽
集
団
健
診
＝
５
０

０
円

※
妊
娠
し
て
い
る
方
や
６
カ
月
以

上
継
続
し
て
入
院
し
て
い
る
方
、

人
間
ド
ッ
ク
や
勤
務
先
な
ど
で
定

期
健
診
を
受
診
す
る
方
は
、
受
診

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診

結
果
が
あ
る
方
は
、
提
供
し
て
く

だ
さ
い
。
受
診
率
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す

　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
６
）

　　
テ
レ
ビ
出
演
で
お
な
じ
み
の
涌

井
雅
之
氏（
東
京
都
市
大
学
教
授
、

造
園
家
）
が
「
環
境
と
日
本
人
の

こ
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
１２
日
㈭
午
後
６
時

半
（
開
場
は
午
後
６
時
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
そ
の
他
　
入
場
整
理
券
は
、
恵

那
商
工
会
議
所
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
恵
那
商
工
会
議
所
志
２
６
―

１
２
１
１

　消費税率の引き上げによる負担を緩和するた
め、住民税が非課税の方や子育て世帯を対象に臨
時的に支給される「臨時福祉給付金」と「子育て
世帯臨時特例給付金」。市では効率的に業務を実
施するため臨時福祉給付金等支給業務推進本部を
設置し、申請受付や支給に向けて準備を進めてい
ます。現在決まっている申請の時期、手続きは次
の通りです。詳細な情報は、内容が決まり次第、
本紙や市ウェブサイト（http://www.city.ena.
lg.jp/）でお知らせします。
□支給要件と支給額　▷臨時福祉給付金＝平成
26年 1月 1日時点で本市に住民票がある方で、
本年度分の市民税（均等割）が課税されていない
方を対象に、１人につき 1万円を支給（課税さ
れている方の扶養親族の場合や生活保護を受けて
いる場合は対象外）。各種年金や児童扶養手当、
特別障害者手当などを受給している方には、5千
円加算されます。　▷子育て世帯臨時特例給付金
＝平成 26 年 1月 1日時点で本市に住民票があ
る方で、平成26年 1月分の児童手当（特例給付
を含む）を受給していて、平成 25年の所得が児
童手当の所得制限額を超えない方を対象に、対象
児童１人につき１万円支給（臨時福祉給付金の対
象となる児童や生活保護の受給者となっている児
童は対象外）。

□申請書　市から給付対象となる可能性のある方
へ申請書を郵送します。送付時期は 7月下旬を
予定しています。臨時福祉給金については、本年
度に限り、税務課から送付する市民税が課税され
ていない旨のお知らせに同封します。
□申請期間　８月１日㈮～１１月４日㈫
□申請方法　申請書を郵送または窓口へ提出
□支給時期　８月下旬ごろから開始
□手続きの流れ　❶申請書が届く❷申請書を記入
❸郵送または窓口で申請書を提出❹市が申請書を
受付・審査❺支給決定（または不支給決定）通知
書を送付❻給付金を支給（不支給決定の場合を除
く）
　　臨時福祉給付金等支給業務推進本部（本庁舎
２階・内線２２９）

案
内

経
済
セ
ン
サ
ス
と
商
業
統

計
調
査
に
協
力
を

中
学
生
が
熱
い
思
い
を
発

表
す
る
少
年
の
主
張
大
会

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

無
料
体
験

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）
の
受
診
券
を
送
付

こ
こ
ろ
を
守
る
講
演
会
と

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

問

２つの臨時給付金の申請受付は８月１日から

涌
井
雅
之
氏
の
講
演
会

認
知
症
介
護
者
の
た
め
の

家
族
の
つ
ど
い

公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

申
・
問

問 問

問問

問

問

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」の
申
請
受
付
は
、

８
月
１
日
㈮
か
ら
じ
ゃ
。

厚
生
労
働
省
給
付
金
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ
」

問

▲中学生が熱い思いを発表

▲鉄道を活用したまちづくりを考える
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

　
地
域
農
業
を
守
る
担
い
手
の
育

成
や
農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面
的

機
能
の
増
進
、
自
然
・
景
観
の
未

来
へ
の
継
承
な
ど
、
農
村
の
課
題

を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
「
集
落
営
農
」。
全
国

各
地
で
集
落
営
農
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
る
講
師
を
招
き
、
そ
の

可
能
性
を
詳
し
く
紹
介
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
つ

つ
、
集
落
ぐ
る
み
で
楽
し
み
な
が

ら
地
域
農
業
の
維
持
発
展
を
目
指

す
「
集し

ゅ
う

樂ら
く

栄え
い

農の
う

」
運
動
を
展
開
し
、

地
域
の
担
い
手
育
成
と
農
業
・
農

村
の
保
全
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

□
と
き
　
６
月
２７
日
㈮
午
後
１
時

～
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
対
象
　
市
内
と
中
津
川
市
の
集

落
営
農
に
興
味
の
あ
る
農
家
の
方

な
ど

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
氏
名
❷
住

所
❸
電
話
番
号
―
を
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
知
ら
せ
る

　
　
　
　
県
恵
那
農
林
事
務
所
農

業
振
興
課
志
２
６
―
１
１
１
１

（
内
線
２
８
８
）、
思
２
６
―
１
３

７
７

　
市
で
は
、
次
の
総
合
計
画
を
策

定
す
る
た
め
に
、
２０
か
ら
４０
歳
代

の
市
民
の
方
か
ら
「
将
来
の
恵
那

市
を
ど
う
い
う
『
ま
ち
』
に
し
た

い
か
」
に
つ
い
て
意
見
を
聞
く
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
う
に

ぎ
や
か
な
会
議
で
す
。
気
軽
に
応

募
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
７
月
２６
日
㈯
午
後
１
時

半
～
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

□
対
象
　
市
内
在
住
の
２０
～
４０
歳

代
の
方

□
定
員
　
１０
人
程
度

□
報
酬
　
な
し

□
締
め
切
り
　
６
月
２０
日
㈮

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
氏
名
❷
住

所
❸
年
齢
（
７
月
２６
日
現
在
）
❹

電
話
番
号
❺
託
児
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
有
無
（
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
。
有

り
の
場
合
は
お
子
様
の
人
数
と
年

齢
）―
を
記
入
の
上
、郵
送
か
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

□
そ
の
他
　
応
募
者
に
は
、
参
加

の
可
否
（
応
募
多
数
の
場
合
）
や

当
日
の
詳
細
な
ど
を
改
め
て
連
絡

し
ま
す

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
記
載
不
要
）
総
合
政
策

課
（
内
線
３
３
０
）、
思
２
５
―

６
１
５
０
、
死sougouseisa

ku@
city.ena.lg.jp

布
ぞ
う
り
作
り
講
座

　
古
い
着
物
を
利
用
す
る
布
ぞ
う

り
を
作
り
ま
す
。
夏
に
は
ス
リ
ッ

パ
よ
り
足
が
べ
た
つ
か
ず
、
健
康

に
も
い
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
１４
日
㈯
午
前
９
時

半
～
１１
時
半

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

□
持
ち
物
　
は
さ
み
、
３０
㌢
物
差

しＥ
Ｍ
ぼ
か
し
で
生
ご
み
堆
肥
作
り

講
座

　
生
ご
み
は
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
え

ば
と
て
も
い
い
堆
肥
に
な
り
ま

す
。
畑
に
置
き
っ
ぱ
な
し
の
設
置

型
コ
ン
ポ
ス
ト
の
正
し
い
利
用
法

も
お
伝
え
し
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
１９
日
㈭
午
前
９
時

半
～
１１
時

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

　第２７回ふれあいカップリングパーティーの
参加者を募集しています。
　誠実に結婚を考えている方々のパーティーで
す。ビュッフェ方式で食事をしながら交流しま
す。新たな出会いの一歩を踏み出しませんか。
□とき　７月６日㈰午前１１時～午後３時
□ところ　美・マリアージュ恵那（大井町）　
□対象　独身の男女。年齢と婚暦は問いません。
（男性は市内在住者で、登録が必要です）
□定員　男女各２０人（応募者が多数の場合は抽
選とします）
□料金　 ▽男性＝５，０００円　 ▽女性＝３，０００円
□申し込み方法　市役所や各振興事務所に備え

付けの申込書に❶住所❷氏
名❸性別❹年齢❺電話番号
❻職業❼趣味―を記入の上、
直接持参するか郵送、ファ
クス、電子メールで申し込む
□締め切り　６月１７日㈫
※申込書は、市のウェブサイト（http://www.
city.ena.lg.jp/）からも取得できます
　　　　〒５０９-７２９２（住所不要）ふるさと活力
推進室（内線３８２）、思２５-６１５０、死 enaguras
hi@city.ena.lg.jp　
　　恵那ことぶき結婚相談所運営協議会（林）
志０８０-２６１８-５５０６

カップリングパーティーの参加者を募集

新しい出会いを見つけませんか

□
料
金
　
１
２
０
０
円（
材
料
費
）

ぼ
か
し
２
袋
プ
レ
ゼ
ン
ト

共
通

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
・
火
曜

日
休
館
）

　
市
が
行
う
介
護
予
防
事
業
に
協

力
し
、
地
域
で
介
護
予
防
活
動
を

行
う
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
身
に
付
け
て
活
動
し
ま

せ
ん
か
。

□
と
き
　
７
月
２２
日
㈫
、２８
日
㈪
、

８
月
４
日
㈪
、
１１
日
㈪
、
１９
日
㈫
、

２５
日
㈪
午
前
９
時
半
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー
（
８
月
１９
日
の
み
明
智
回
想
法

セ
ン
タ
ー
）

□
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

６０
歳
以
上
の
方
で
、
６
日
間
の
講

座
の
受
講
が
可
能
な
方

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
内
線
１
２
６
）

　
貴
重
な
歴
史
遺
産
の
中
山
道
に

つ
い
て
学
ぶ
、
か
た
り
べ
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
現
役
の

か
た
り
べ
の
方
と
中
山
道
や
馬
籠

宿
な
ど
を
歩
き
な
が
ら
、
歴
史
や

ま
ち
の
魅
力
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
・
内
容
　
▽
６
月
２９
日
㈰

＝
大
井
宿
散
策（
ひ
し
屋
資
料
館
、

広
重
美
術
館
見
学
）　
▽
７
月
１９

日
㈯
＝
深
萱
立
場
～
西
行
硯す

ず
り

水み
ず

公
園
散
策
　
▽
８
月
９
日
㈯
＝
中

山
道
ト
ー
ク
「
中
山
道
を
訪
れ
る

人
々
」　
▽
９
月
２６
日
㈮
＝
大
井

宿
～
中
津
川
宿
散
策
（
中
津
川
市

中
山
道
歴
史
資
料
館
見
学
）　
▽

１０
月
１３
日
㈪
＝
妻
籠
宿
～
馬
籠
宿

散
策
（
現
地
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内

付
き
）　
▽
１１
月
１５
日
㈯
＝
和
ス

イ
ー
ツ
食
べ
比
べ
、
の
れ
ん
コ
ン

テ
ス
ト
見
学

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
（
小
中
学
生
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
）

□
定
員
　
１５
人
（
申
し
込
み
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

□
料
金
　
無
料（
た
だ
し
交
通
費
、

入
場
料
、
食
事
代
な
ど
が
必
要
）

□
持
ち
物
　
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

□
締
め
切
り
　
６
月
２３
日
㈪

　
　
　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４

３
―
２
１
１
２
（
内
線
３
２
２
）

　
県
で
は
、「
地
域
子
ど
も
支
援

賞
」
を
設
け
、
受
賞
候
補
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
賞
は
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
で
行
う
活
動
を

支
え
、
地
域
の
方
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
る
個
人
や
団
体
の
功
績

を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　
該
当
す
る
個
人
や
団
体
の
推
薦

は
、
学
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
幼

稚
園
長
、
自
治
会
長
、
ぎ
ふ
親
子

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
が

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
対
象
　
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

活
動
を
継
続
し
て
３
年
以
上
行

い
、
現
在
も
活
動
し
て
い
る
個
人

や
団
体

※
職
務
と
し
て
行
わ
れ
る
活
動
は

対
象
と
し
ま
せ
ん

□
分
野
　
❶
ス
ポ
ー
ツ
関
係
分
野

（
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
指
導
、
運
動

系
部
活
動
の
指
導
な
ど
）
❷
文
化

関
係
分
野
（
合
唱
団
の
指
導
、
文

化
系
部
活
動
の
指
導
な
ど
）
❸
そ

の
他
の
分
野
（
地
域
の
子
育
て
支

援
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
活
動

な
ど
）

□
推
薦
方
法
　
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://w

w
w

.pref.gifu.

lg.jp/

）
で
推
薦
調
書
の
様
式
を

取
得
し
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り
　
６
月
３０
日
㈪

　
　
　
　
生
涯
学
習
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
４
２
）

□
職
種
（
人
数
）　
❶
パ
ー
ト
職

員
＝
学
校
給
食
検
収
業
務（
１
人
）

❷
嘱
託
職
員
＝
道
路
等
保
守
業
務

（
１
人
）
❸
嘱
託
職
員
＝
浄
水
場

宿
直
業
務
（
１
人
）
❹
嘱
託
職
員

＝
え
な
斎
苑
管
理
業
務
（
１
人
）

□
給
与
　
公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象
　
❶
栄
養
士
資
格
取
得
者

❷
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
に
限
る
）
❸
❹

不
問

□
採
用
予
定
日
　
❶
１２
月
２６
日
㈮

❷
１０
月
２７
日
㈪
❸
７
月
２６
日
㈯
❹

１０
月
２６
日
㈰

※
雇
用
期
間
は
、
６５
歳
の
誕
生
月

ま
で

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
直
接
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
６
月
２
日
㈪
～
３０

日
㈪
（
必
着
）

　
　
　
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３
　
　

　恵那署管内では、3月末からの 1カ月間に 3
件の飲酒運転による交通事故が発生し、その内の
2件が死亡事故に発展する恐れのある重大事故で
した。飲酒運転や無免許運転などの罰則が強化さ
れているにも関わらず、いまだに悪質で重大な交
通事故が発生しています。
　これを緊急事態と認識し、警察や行政機関が市
民と協力して飲酒運転の根絶を図るため、５月９
日に「飲酒運転による交通事故多発に伴う緊急事
態」を宣言しました。
　市民一人一人が「飲
酒運転はしない、させ
ない、許さない」とい
う強い信念を持ち、飲
酒運転の根絶に協力く
ださい。
　防災情報課（内線

３１７）

中
山
道
か
た
り
べ
講
座

入
門
編
の
受
講
生

施
設
管
理
公
社
の
職
員

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の

参
加
者

地
域
子
ど
も
支
援
賞
の
候

補
者 募

集

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
受
講
生

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
の

各
種
講
座
の
受
講
生

地
域
の
農
業
を
守
る

「
集
樂
栄
農
」
セ
ミ
ナ
ー

申
・
問

飲酒運転の根絶に協力を

申・問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

▲緊急事態宣言書を持つ可
知市長と水谷恵那警察署長
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